
 コストコホールセール座間倉庫店様よりご寄付 

いつも大変感謝です。コストコホール 

セール座間倉庫店さまからの今回ご寄付

の品物は北地区児童ホームへ。子供達は

手にとった時からもう大喜び！児童が多

いので取り合いになるのかと思いきや歓

声を上げつつ皆思い思いに楽しんでいま

す。『お絵かきボード』は書いては消せる

スライド式のボードに加えチョークで書

ける黒板までついて更には絵具セットま

で付いている一台三役ともなる品物でし

た。どの品物も子供たちのためになり楽

しく遊べるご寄付ばかりです。 

 

 山本毅さんありがとうございました。 

宝島創業当時から監査役員を引き受けて下さった山本毅さんが退任され 

ます。山本毅さんは工業デザイナーでもあり『赤い屋根』や『緑ヶ丘ゆ 

めひろば』の看板を手彫りで作って下さいました。 

現在は錦鯉の普及の為世界中を飛び回られています。これからは会員と 

してまたご意見をくださるでしょう。 

ＮＰＯ法人宝島だより 

 

  

   

  

 

宝島について     人間が生きていく上で最高の宝物、それは「思いやり」や「やさしさ」 

私達は障がい児者支援を通して、その宝物を身につけ広げていきます。 
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会員数７８名（平成２９年５月現在） 

平成２９年４月に開所しました。 

【鈴鹿ゆめひろば】多機能事業（就労継続 B、生活介護）  【皆原ゆめひろば】就労継続 B 

○宝島ではボランティア、ヘルパーさんを募集しています。皆様のお力を貸してください。 

              

第１２回（２９年度）総会を開催しました。 

 

 

さる５月１３日（日）に通常総会が開催され、各議案が承認されました。

藤岡理事の「今、社会は良くない方向です。宝島のような働きはこの時代に

必要な事業」という開会の辞に意味深さを感じました。確かに自己中心的に

なっている世界の流れの中で、障がい者支援はその壁を乗り越える要素があ

ると思います。当日午前中は激しい雨にあい、あいにくの天気となりました

が、皆様の宝島を思う強い気持ちに溢れた総会でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q1 この仕事に就いたきっかけは？ Q2休日の過ごし方は？ 

Q3 将来の夢は？或いは今生甲斐と思っていることは？ 
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   へ 

 

 

 

 

 ご寄付者様お名前 

 

エコキャップ・・・・・大符満子様、小屋敷紫乃布様、柵山弘子様 

御厚志・・・・・・・・吉田和司様、古屋紘子様、松本栄子様 

山本愈様、高田洋子様、 

磯崎洋二様 

野菜・・・・・・・・・高橋信子様、鈴木茂様、大矢文昭様、 

ひのきの長イス２脚・・落合文雄ご夫妻様 

押し花の額・・・・・・石澤ハルエ様 

ご寄付を戴きました。 

御厚志を感謝します。 

【スタッフさんリレートーク】 

〔久保スタッフ〕 

A1 ハローワークがきっかけです。 

A2 家の掃除、母とのランチ＆ドライブ、庭いじりです。 

A3 好きなテレビはドラマです。「僕運命の人です」が 

 気に入っています。本当に運命ってあるのかな・・ 

 

〔小室スタッフ〕 

A1 ボランティアで養護学校の生徒の送迎をはじめた事が

きっかけです。 

A2 映画を観る事が多いです。 

A3 将来の夢は、う～ん探しています。 

 

新しい仲間を紹介しまーす。 

 吉山さん・菅原さん・中居さん・吉田さん・秋元さん 

宮本くん・鎌田くん・吉村くん・藤平くん・土屋くん 

市内児童ホーム指導員研修会（目からうろこ・・） 

 宝島は待機児童ホームを市から委託されています。市内１４か

所の児童ホームの指導員４５名が一堂に集まり研修会をしまし

た。『学童保育は難しい・・・・枠組みをどう作るか』というテー

マで市役所５階にて座間養護学校相模向陽館室長由谷るみ子先

生（宝島会員）を講師にお招きして学びました。 

 “どの子も楽しく過ごしてもらいたい”と思うホーム指導員の

悩みは、うまく過ごせない子ども達のトラブルや課題が多い事。

発達障害児童への対応について、「飴とムシ」でした。良い所は

褒め、無視してよい所は無視した方が良いなど、対応の仕方につ

いて分かりやすい講習会となりました。目からうろこの嬉しい２

時間半でした。 

 

 

編集後記 

 

自宅の食洗機をずいぶん使用

していない。壊れたからではな

い。「鈴鹿ゆめひろば」の利用者

さん作の“エコたわし”を使い始

めたからだ。良く落ちるのはも

とより洗い心地がよいのであ

る。利用者さんに甘いからだろ

うか・・・。いや事実である。良

い所一杯伸ばそう。 ｙ、I    

〔長田スタッフ〕 

A1 ハローワークで宝島を紹介さ

れた事がきっかけです。 

A2 掃除・ツーリング・アウトドア 

A3 子ども（娘）の成長です。 

〔岡田和子スタッフ〕 

A1 以前知的障がい者施設で働いていて経験が活かせる 

かなと思いました。A2 ジムで体を動かしたり映画を観 

たりお菓子を作りをしています。A3 いつまでも元気で 

山登りや庭に好きな花を咲かせたりしたい。 

きな花を咲かせたりしたい。 


